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鶴ヶ島市附属機関会議録 

【開催概要】 

会議名 令和７年度第５回南小・中学校 学校運営協議会 

日時 
令和８年３月１６日（月曜日） 

１４時４０分～１６時００分 

場所 南小学校 ２階 わくわくルーム 

出席委員 

宇津木会長、内野泰委員、大塚委員、佐藤孝委員、佐藤嘉委員、金泉

委員、藤尾委員、田中委員、廣田委員、高橋委員、黑川委員、松本委

員 

田嶋委員（南中校長）、吉澤委員（南小校長） 

欠席委員 佐鳥委員、井上委員、栗原委員、三浦委員、久保田委員、内野昌委員 

事務局 
南小学校 目黒教頭、小熊事務主任 

南中学校 稲葉教頭、長村事務主任 

議題 
（１）第４回学校運営協議会議事録確認 

（２）令和８年度 学校経営方針についての承認 

配布資料 

・令和７年度第５回鶴ヶ島市立南小中学校学校運営協議会式次第 

・南小学校 自己評価・学校関係者評価報告書、学校だより、 

学校経営方針（案） 

・南中学校 自己評価・学校関係者評価報告書、学校だより、 

学校経営方針（案） 

・令和７年度第４回学校運営協議会議事録 

公開・非公開 公開 

傍聴人数 ０人 

会議要旨 

（１）第４回学校運営協議会議事録について 

・前回の議事録と要点について確認した。 

（２）令和８年度学校経営方針について 

・校長が経営方針の案を説明し、質疑応答を行った。 

 

【議事概要】 

 

＜会長＞ 

・３月１３日には、南中の卒業式が行われました。 

・本日は、学校経営方針の承認を行います。 

忌憚ないご意見をお願いします。 

 

＜南小校長＞  

・南中の卒業式は、式全体があたたかい雰囲気だった。 

 地域の方が愛情たっぷりに見守ってくださったからこそだと思います。 

・南小中９年間、その先の未来のために、お知恵とご意見を賜りたい。 
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＜会長＞ 

・学校評価の報告書に、前回頂いた意見をふまえた評価が載っている。 

違うところがあれば、ご連絡ください。 

・CSマイスターのお言葉について、改めてお読みください。 

 

 

 

 

 

〇小学校の経営方針について 

 

＜南小校長＞ 

・学校教育目標…運営協議会委員からのアンケートでは、「よく考えて行動できる子」 

 が一番多かった。 

小学校では「よく考えること」、中学校では「行動・実践していくこと」が大事。 

・目指す教師像…指導力の向上などを目指す。 

・目指す家庭像…学校と家庭とで協力して、子どもの興味や好奇心を認めてあげたい。 

グランドデザインなどでも周知していきたい。 

 

＜会長＞ 

「たくましい子」には体力面のほかに、精神面も含まれているか。 

 

＜南小校長＞ 

含まれている。ストレスを耐えるだけではなく、受け流すことが大事だと考えている。 

 

＜会長＞ 

働き方改革は、小中学校の業務の中でどのような感じか。 

 

＜南小校長＞ 

教員の負担は増えるため改革とは逆行するかもしれないが、子ども達にとって楽しい

こと、学校教育だからこそできること（外部講師の派遣など）をすすめる学校経営を

したい。 

 

＜会長＞ 

保護者としてはどう思うか。 

 

＜委員＞ 

まったく同じ意見。共働きの家庭が増える中で、親が経験させられないことを子ども

議題（１） 

第４回学校運営協議会議事録について 

 

議題（２） 

令和８年度学校経営方針についての承認 
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達に経験させてもらえるのはありがたい。 

 

＜委員＞ 

子ども達は日々あったことを話したいと思うが、家では聞いてもらえず、体験したこ

とを話す場所がない。応援団として町探検に参加すると、たくさん話をしてくれる児

童もいた。参加した人からも「楽しかった。また呼んでね」と言ってもらえた。 

 

＜委員＞ 

サプライズやエンターテイメントは好きなので賛成。 

 

＜委員＞ 

色んなことを経験するには時間が足りなくなってきている。学校で経験をさせてもら

えると、子ども達のためになる。 

 

＜会長＞ 

学校の積極的な姿勢にはおおむね賛成と思われる。 

 

 

〇中学校の経営方針について 

 

＜南中校長＞ 
・働き方改革については、２年前に業務改善をした部分を継続していきたい。 

・学校教育目標…今年度と大きく変わらず。 

たとえ失敗したとしても、そこからさらに学んで次に活かすことができる、しなや

かな心を育んでいきたい。 

・学校だからこそできること、仲間とだからこそできることが多い学校にしたい。 

・２年前にかなり業務改善をした部分を継続していきたい。 

 

＜会長＞ 

「正しい行動ができる生徒」のために、失敗することも機会として与えてほしい。 

また、「自信をもって行動できる生徒」のために、ボランティアなどの成功体験も与え

てほしい。地域でもそういう機会を増やしていけたらいいと考えている。 

 

＜委員＞ 

部活動の地域移行について、実情は。 

 

＜南中校長＞ 

まだ全面実施には至っていない。剣道、吹奏楽で実施。今は準備をすすめている段階。 

 

＜委員＞ 

・生徒達の思いや実情を聞き取って、学校ならではの良さを残してほしい。 

大変であっても、やっていただけるとありがたい。 
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＜会長＞ 

吹奏楽部やテニス部はまだ単体として存在するのか。 

 

＜南中校長＞ 

合同チームを組んでいるのはサッカー部。 

ただ、サッカー部は夏の学校総合体育大会を最後に廃部予定。 

 

＜委員＞ 

生徒数が多い学校との格差が生じているのは悲しい。 

 

＜南中校長＞ 

人数が少ないからこそできることもあるので、小規模校の良さを活かしたい。 

 

＜会長＞ 

学校だよりの「南中生、活躍する！」のように、個人の活躍も紹介していただきたい。 

 

 

 

＜委員＞ 

 

〇各団体からの報告 

 

＜会長＞ 

１年間のスケジュール表をお配りします。データもあります。 

 

＜サザン地域支え合い協議会会長＞ 

小学生対象の農作業体験で作った里芋、大根で豚汁を作った。 

 

＜健全育成会会長＞ 

行事が多い地域なので、行事の重なりがないよう精査して、子ども達のために 

環境を作っていきたい。 

 

＜民生児童委員＞ 

・サザン事務局として活動に参加し、自分も楽しんでいる。 

また色々な活動に参加しようと思う。 

 

＜民生児童委員＞ 

・豚汁づくりには子どもだけでなく、保護者も楽しみに来てくれていた。 

大きくなってからも活動に参加してほしい。 

・活動に参加する中で「あ、この前のおばちゃん」と声をかけてくれるようになった。 

 

連絡 

各団体から活動報告および今後の予定 
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＜社会福祉協議会会長＞ 

・ボランティア団体の活動報告会があった。 

・小中学生に限らず、高校生も自分達が体験したことを誰かに聞いてほしいと思って

いる。どこでどういう風に居場所づくりをすればよいか、活動を応援させていただ

いている。 

 

＜児童館館長＞ 

中高生の来館が減っている。 

来やすくなる活動を考えるため、中学生にアンケートを実施する。 

 

＜市民センター所長＞ 

・小学生…３年生くらいの来館が多い。 

 元気よく走り回る子が多く、注意喚起している。 

・中学生…外国籍の子も交えて勉強をしている。 

・ロビーに現金や高価なものを置きっぱなしにする子が多い。 

 学校からも注意してほしい。 

 

＜南小応援団コーディネーター＞ 

・読書ボランティアを年３０回実施。木曜の朝に来られる方はぜひ会員に。 

・ミシン、手縫い、町探検のボランティアを実施。 

・手芸クラブのボランティアに初めて参加した。 

 

＜南小ＰＴＡ会長＞ 

・行事計画に沿って、大きなトラブルなく実施できた。 

・本部役員の授業参観を実施できた。 

・他校のＰＴＡから「南小中は地域の協力がずば抜けて得られていて、うらやましい」

と言われる。 

 

＜南中ＰＴＡ副会長＞ 

授業参観を通じて、男女の仲がよいと感じた。 

 

＜会長＞ 

・子ども達とのコミュニケーションや居場所づくり、学校のことを知る機会を増やす

のが大切だと思う。 

・来年もぜひよろしくお願いします。 

 

 

〇今後の予定 

 

＜会長＞ 

・次回の運営協議会は５月１２日（火）に行います。 
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・中学生へのボランティアのヒアリングを３月１９日に行います。 


